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日本の野生タヌキにおける犬糸状虫

Ｄﾉﾉ、/〃/α/川川伽の流行について

早崎峯夫大石勇
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ら検出した虫体は，生理食塩液にて洗浄後，５％ホルマ

リンで固定保存し，形態学的検討を行なった．虫体の観

察には，透化液としてラクトフェノール液を用いた．

虫体を検出したタヌキの血中ミクロフィラリア（Ｍｆ）

の検査は，アセトン集虫法（大石ら，1959)，又は肺断面

捺印塗沫のギームザ染色法により行なった．

タヌキから検出した虫体と形態学的所見を比較するた

めに使用した犬寄生の虫体は，トウゴウヤブカＡｅａｅｓ

ｒｏｇｏｉにて発育させた第３期幼虫を未感染犬に実験感染

し，感染後144～322日に剖検して得たもの，および自然

感染犬から得た成熟虫を用いた．また，Ｍｆ計測値の比

較対照としたＭｆ測定値は，著者の－人が報告した犬

と猫から得たアセトン集虫法による計測値（大石ら，

1973）である．

緒言

犬糸状虫は，食肉目を中心に多種類の動物から検出さ

れており，偶発寄生も含めて広い宿主範囲をもつ寄生虫

である．わが国における犬糸状虫の流行率調査は，犬お

よび猫について行なわれており，犬では，沖繩の約50.5

％を除き，他地区ではほぼ25～70％と高率であるが，猫

では，約１～７％と低率であることが知られている（大

石，1979)．野生動物における犬糸状虫の調査は，ほと

んど行なわれておらず，わずかに北米においてキツネ

(Erickson，1944；MillerandHarkema,1968;Schlott‐

hauer,1964;StuhtandYouatt，1972)，コヨーテ（Er‐

ickson,1944;MonsonetaJ.，1973)などの調査があるに

すぎない．

タヌキＭﾉcterez`Zespγocﾂo,zoiaesにおける犬糸状虫

の寄生例を初めて報告したのは板垣・久米（1938）であ

り，以来，野田（1951)，浅井（1960)，加藤（1961）の

報告がみられる．板垣・久米，加藤の報告例は，野生タ

ヌキであるが，野田，浅井の報告例は，動物園での飼育

タヌキである．

野生タヌキについて，犬糸状虫流行率調査を行なった

報告はないが，著者らは最近わが国の本州に生息する野

生タヌキについて流行率を調査するとともに，検出虫体

について，犬から検出した虫体と形態学的に比較検討を

行なった．

材料と方法

1978年から1980年の問に，関東地方北西部から長野

県にかけて捕獲されたホンドタヌキ（Ｎ・P7oQyo,zoiaes

UiUe〃伽`s）６３頭について剖検により調査した．これら

タヌキの年齢，‘性別は不詳である．右心室・肺動脈内か

成績

タヌキ63頭中２頭（3.2％）の右心室および肺動脈

内より白色の大型線虫が検出された．１頭（Ｎｏ．１）

は，1980年１月，神奈川県相模湖付近で捕獲されたもの

で，雄虫３匹，雌虫３匹が検出された．他の１頭(Ｎｏ．

２）は，1980年３月，同県秦野市付近で捕獲されたもの

で，雄虫１匹，雌虫２匹が検出された．検出虫体の形態

学的計測値は，Ｔａｂｌｅｌに示すごとくであり，また虫体

の形態学的特徴をみると（Ｆｉｇｓｌ－４)，頭端は鈍円

で，口唇を持たず，小さな口を囲んで小さな頭部乳頭４

対を認める．陰門は食道のやや後方に開口し，いずれの

雌虫にも子宮内にはＭｆが多数認められた．雄の尾端は

ラセン状で，小さな尾翼と左右長さの異なる交接刺を備

え，また指状乳頭が肛門前に４対，肛門後に１対，さら

に肛門より後部に小乳頭が４対確認された．以上の形態

学的特徴と各計測値は犬から検出された犬糸状虫の成熟

虫のそれに一致しており，これら虫体を犬糸状虫の成熟東京農工大学農学部家畜内科学教室
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TablelComparisoninmeasurementsｂｅｔｗｅｅｎｔｈｅａｄｕｌｔｗｏｒｍｓｏｆＤｉγqﾉﾗﾙγiα〃"ziZis

collectedfromnaturallyinfeｃｔｅｄｄｏｇｓａｎｄｔｈｅｐｒｅｓｅｎｔｗｏｒｍｓ

Raccoondogs
Ａｎｉｍｌｓ Ｄｏｇｓ

Ｎｏ．２Ｎｏ．１

Ｍａｌｅ

ｌ

Ｆｅｍａｌｅ

５

Ｍａｌｅ

2(3*）

Female

３

Ｆｅｍａｌｅ

ｌ(2*）

Ｍａｌｅ

５

Ｓｅｘｏｆｗｏｒｍ

Ｎｏ・ｏｆｗｏｒｍｓｅｘａｍｉｎｅｄ

Lengthofbody（ｍ、）

Ｗｉｄｔｈｏｆｂｏｄｙ（ｍ、）

Ｎｅｒｖｅｒｉｎｇｆｒｏｍａｎｔｅｒｉｏｒｅｎｄ
(似、）

Cervicalpapinaefromanteri-
orenｄ（/１ｍ）

Lengthofesophagus（β、）

Vulvafromanteriorend(似、）

Ｌｅｎｇｔｈｏｆｔａｉｌ（似、）

Lengthofspicules（/』、）
ｌｅｆｔ

ｒｉｇｈｔ

６
０
３

７
，
２
４
０
９
２

２
０
１
５
１
２
３

十
一
十
一
十
一
十
一
十
一
十
一
十
一

０
２
３
０
９
４
６

８
０
１
７
０
４
０

２
。
４
７
５
１
２

１
１
３

１７５

０．７４

４６２

990

1478

２７５

０．９１

４３５

897

1689

2323

２２４

１５２±１２．９

０．６５±０．０５

３８２±2７

697±29

1199±１５７

５
９
０

７
．
．
５
９
９
３
３

１
０
２
５
８
６
７

＋
｜
＋
｜
＋
一
十
一
十
一
十
一
十
一

９
９
５
６
８
３
６

０
０
０
９
０
８
８

３
．
４
６
５
９
２

１
１
３

９０
４
２

↑
・
２
８
１

５
０
５
１
１

＋
｜
士
十
一
十
一
十
一

５
１
２
７
０

５
７
８
３
５

１
．
３
９
５

０
１

1１８ 104±７112±６

６
０

＋
｜
＋
’

３
８
８
９

２
１

290

198

348±１６

１９６±８

＊：Ｎｏ．ｏｆｗｏｒｍｓｄｅｃｅｔｅｄ，eachcontainingonedamagedworm．↑：Ｍｅａｎ±standarddeviation・

虫と同定した．またタヌキＮｏ．１の血液からは，アセソビエトにまで生息地が広がっているといわれる(Cor＿

トン集虫法により多数のＭｆが検出され，タヌキＮｏ． bet，1978)．

２の肺断面捺印塗抹からもＭｆが検出された．日本には，北海道に生息するエゾタヌキ(Ｎ、procy＿

タヌキから検出した成熟虫の体長を実験感染犬からｏ"oicJesaJ〃s）と，本州，四国，九州に生息するホンド

得られた虫齢の明らかな虫体と比較した（Table２)．タヌキ（Ⅳ.ＰγocyoMqﾙｓ伽e〃伽s）の２亜種がいる

感染後，犬糸状虫の雌虫が生殖器にＭｆを保有するまで（Corbet，1978)．タヌキに犬糸状虫が寄生した報告は，

の日数（性成熟日数）は６カ月（Orihel，1961）であるわが国に限られており，９例がある（Table４）．既報

から，Ｔａｂｌｅ２においては感染後194日以降の虫体が成の９例中２例は野生タヌキ（板垣・久米，1938；加藤，

熟虫に該当する．タヌキから検出した虫体は，体長に関1961)，他の７例は動物園で飼育されていたタヌキ（浅

して，犬寄生の虫齢194日以降の成熟虫体と比較して差井，１９６０；野田，1951）である．また９例中１例が動物

のない発育を示していた．また，自然感染犬から得た成園で飼育されていたエゾタヌキで，他の８例はホンドタ

熟虫との比較においても差は認められなかった．ヌキである．

タヌキと犬および猫の血中Ｍｆについても，アセトン 野生タヌキについて犬糸状虫の感染の実態を調査した

集虫法による湿層標本で得た体長，体幅の計測値を比較報告はないが，今回の調査では，本州中央地区に生息す

検討した．Ｔａｂｌｅ３のごとく，タヌキＮｏ．１からのる野生タヌキの犬糸状虫寄生率は，3.2％と低率であつ

Ｍｆは，犬からのＭｆよりやや短く，猫からのＭｆに近た．しかし，浅井（1960）の名古屋市東山動物園で姥死

いものであった．また，タヌキＮｏ．２より得た乾燥標したタヌキ11頭のうち54.5％に犬糸状虫寄生が認められ

本による体長計測値（平均）は，タヌキＮｏ．１の湿層た報告をみると，タヌキも都市部の犬糸状虫流行地域に

標本での計測値よりも132％短小であった．に飼育されれば，犬と同様に高率に寄生が起こるものと

推察される．
考察

野生動物における犬糸状虫流行調査は，タヌキと同じ

タヌキは，犬科動物であり，アムール河から雲南，北犬科に属するキツネ（赤ギツネｗ”ｅｓ九ｚＵａ，灰色ギ

ベトナム地域にかけてと，朝鮮半島，日本などの東アジツネＵＭ:yo〃Ｃｉ"eγeoa,弓ge7zZe"S)，コヨーテ（Ｃａ"ｉｓ

ア地区の山村地帯に生息するが，現在は，ヨーロッハ， Ｚα〃α'1s）について米国での報告がいくつかみられる．

（４４）
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１ ２

ＥｘｐｌａｎａｔｉｏｎｏｆＦｉｇｕｒｅｓ

ＦｉｇｌＡｎｔｅｒｉｏｒｐａｒｔｏｆｂｏｄｙ・Dorsoventralview，

Ｆｉｇ２Ａｎｔｅｒｉｏｒｅｎｄｏｆｂｏｄｙ・Dorsoventralview、

Ｆｉｇ３Ｐｏｓｔｅｒｉｏｒｅｎｄｏｆｆｅｍａｌｅ、Ventralview・

Ｆｉｇ．４PosteriorendofmaleLateralview．

Nでは，犬の寄生率が36.7が６７．２％と高率である０が６７．２％と高率であるのに対して，灰色ギツネのそれ

は０％（O/48）である（WaltonetaZ.，1963)．このほか

にもノースカロライナ州で灰色ギツネに６６％（1/15）

(MillerandHarkema，1968)，ニューヨーク州で赤ギツ

ネに0.3％（2/551）（ＭｏｎｓｏｎｅｔａＺ.，1973）と極めて低

率な成績が報告されている．一方，ミシガン州南東部で

キツネについては，ミネソタ州では，犬の寄生率が36.7

％（SchlotthauerandGriffiths，1964）と高率であるの

に対してほぼ同一地域において赤ギツネ（120頭）・灰色

ギツネ（６頭）に０％（Erickson，1944)，赤ギツネに

４８％（4/83）（Schlotthauer,1964）の低寄生率感染が報

告されている．同様にジョージア州でも，犬での寄生率

（４５）
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Table2RelationbetweenagingandbodylengthofDirq/7Jα伽／γ"γ"伽recoveredfromthe
heartandthepulmonaryarteriesindogswithexperimentalinfection

Length（c、）

ＦｅｍａｌｅＭａｌｅＡｇｅ（Days
after

infection）

Ｎｏ．ｏｆ

ｄｏｇｓ
ｅｘａｍｉｎｅｄ Ｎｏ．ｏｆ

ｖｖｏｒｌｎｓ

Ｉｎｅａｓｕｒｅｄ

Ｎｏ．of

worlns

Ineasured

Ｍｅａｎ（min-max）Ｍｅａｎ（min-max）

15.9(11.2-20.1）

16.0（7.1-20.0）

13.9（8.0-17.0）

16.2（9.1-20.2）

18.5(15.0-26.5）

21.8(16.9-25.2）

22.7(19.7-28.2）

21.9(20.8-23.8）

22.8(19.8-26.4）

19.8(15.5-25.0）

23.5(17.0-30.0）

25.8(23.0-27.6）

12.5（9.6-15.5）

12.4（5.4-15.9）

11.6(10.0-14.5）

13.2(11.9-17.3）

12.5(11.0-15.0）

152(13.3-168）

16.4(153-171）

16.3(16.2-16.3）

15.3(13.4-17.3）

11.4（9.5-14.0）

13.0（8.0-15.5）

13.8(13.3-14.2）

１
６
０
２
０
７
６
５
５
０
６
６

２
１
４
３
２
１
１

１
４
４

１
１

４
５
１
７
０
４
２
４
３
７
８
３

０
８
３
２
２
１
１

１
３
４

１４
８
９
２
１
４
２
９
３
３
７
２

４
４
４
５
６
９
０
１
２
５
７
２

１
１
１
１
１
１
２
２
２
２
２
３

１
１
１
２
１
２
２
１
２
２
２
１

Table3ComparisoninlengthofmicrofilariaeofDirqﾉﾌﾞｍｒｉα加ｿ"伽

detecttedfromraccoondogs，ｃａｔａｎｄｄｏｇ

Microfilariaedetectedfrom

Raccoondogs
Ｃａｔｔ Ｄｏｇｔ

Ｎｏ．１＊ Ｎｏ．２↑

Length(/`、）

Width（γ、）

284.1(261.0-314.0)§α246.6(214.5-267.3）

５．９(4.3-8.2）4.8(3.3-6.6）

286.7(280.5-291.8)６

６．４(6.2-6.4）

308.3(266.0-359.1)。

６８(5.0-7.8）、

＊：Measurementsof20microfilariaedetectedbytheacetoneconcentratiｏｎｍｅｔｈｏｄ．

↑：Measurementsof20microfilariaedｅｔｅｃｔｅｄｂｙｔｈｅｄｉｒｅｃｔｓｔａｍｐｓｍｅａｒｏｆｔｈｅｌｕｎｇ．

:t：MeasurementsofpreviouslyreportｅｄｂｙＯｈｉｓｈｉｅＺａＺ．（1973)，usingbytheacetoneconcen‐
trationmethod．

§：Ｍｅａｎ（min-max)．αＵｓ６：Ｎｏｔsignificant，ｐ＞0.20.αＵＳＣ：SignifiCant，ｐ＜０．００１．

Ｔａｂｌｅ４Ｄ/γqﾉﾗﾙｧｉａｉ"z"Zizisreportedfromtheraccoondoｇｓｂｙｔｈｅｖａｒｉｏｕｓａｕｔｈｏｒｓ

Ｎｏ．ｏｆｗｏｒｍｓ

ｄｅｔｅｃｔｅｄ
Ｎｏ．ｏｆａｎｉｍａｌｓ

Incidence

rate（％）
Ａｕｔｈｏｒｓ Locality

eｘａｍｉｎｅｄｉｎｆｅｃｔｅｄ Ｍａｌｅ Ｆｅｍａｌｅ

Itagaki＆Ｋｕｍｅ（1938）

Ｎｏｄａ（1951）

Ａｓａｉ（1960）

Ｋａｔｏ（1961）

１
１
６
１

１
１
１
１

１

３
０
Ｄ
Ｎ

Ｇｕｎｍａｐｒｅｆ

Ｏｓａｋａｐｒｅｆ彦負

Aichipref.＊

Shizuokapref．

２

１

Ｎ.，．5４．５

7十

＊：Casesinazoologicalgarden． ↑：Ｉｍｍａｔｕｒｅｗｏｒｍｓ． Ｎ､，．：Notdescribed．

（４６）
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したがって，動物園あるいは人里近く

犬糸状虫蔓延の一端を担っているもの

主と考えられる．

に棲むタヌキは，

と思われる．

の調査では，犬での寄生率が1.6～22.1％（Zydecker

aL，１９７０；Worley，１９６４；Prouty，1972)であるのに対

して，赤ギツネに28.2％（11/39）と高率に検出されて

いる（StuhtandYouatt，1972).このように地域によっ

ては，キツネにも高率に蔓延していることや，またコネ

チカット州では，赤ギツネ１頭から40匹以上の未成熟虫

が検出された報告（HirthandNielsen，1966）などか

ら，キツネも犬やタヌキと同様に，犬糸状虫の宿主とし

て適した動物であろうと，考えられる．コヨーテについ

ては，ミネソタ州で０％（0/61）（Erickson，1944)，カ

ンサス州で0.5％（8/1530）（ＧｉｅｒａｎｄＡｍｅｅｌ，1959)，

ニューヨーク州で3.9％（2/51）（ＭｏｎｓｏｎｅＺｑＺ.，1973）

などの低寄生率感染が報告されている．

野生のタヌキ，キツネおよびコヨーテにおける犬糸状

虫の流行は，多くの報告において低率であるが，その理

由として，１）野生状態におけるこれら動物の分布が粗

であり，行動生態が犬などと異なること，２）これら動

物の生息地域内にＭｆ保有動物（Carrier）が少ないこ

と，３）中間宿主（蚊）との関係，などの要因が考えら

れ，これらの因子が相互に関係して寄生率が低いのであ

ろう．

タヌキＮｏ．１およびＮｏ．２より検出された犬糸状虫

の体長は，それぞれ雄虫平均で15ｃｍおよび17.5ｃｍ，雌

虫平均で28ｃｍおよび23.7ｃｍであり，すべての雌虫の

子宮内にＭｆが観察され，明らかに成熟虫であった．

また体長について犬寄生の成熟虫と比較しても著差は認

められないことから，犬糸状虫がタヌキ体内で，犬体内

におけると同様に，成熟虫に成育し得ることは明らかで

ある．

タヌキ，犬および猫から得た血中Ｍｆの体長，体幅を

比較すると，タヌキの血中Ｍｆは，自然感染犬のＭｆよ

り短く，自然感染猫のＭｆ（大石ら，1973）に近いもの

であった．このような差異は，タヌキ体内で産出された

Ｍｆ自体が小形であるのか，被検タヌキの死後，標本作

製までに長時間を経過していることに起因するものか不

明である．なお，タヌキＮｏ．２の血中Ｍｆの体長は，

タヌキＮｏ．１のそれよりも13.2％短縮しているが，こ

れは標本作製法の違いに基づくもので，setariaaigi‐

ｚα'αのＭにおいても，風乾させた塗沫標本では，液

体固定による標本と比較して約20～30％短縮することが

知られている（荒木，1976)．

わが国の野生タヌキにおける犬糸状虫の蔓延は，低率

ではあるが，タヌキ体内における虫体の発育は，犬体内

における発育と差はなく，タヌキは犬糸状虫の好適な宿

結
壼叩

関東地方北西部から長野県にかけて捕獲された野生の

ホンドタヌキＮ､Pl-ocyo"oiaeSUfUe77i""Ｓ６３頭につい

て，犬糸状虫の寄生調査を行なった結果，２頭（3.2％）

のタヌキの右心室・肺動脈内より犬糸状虫成虫が各々６

匹（雄３，雌３）と３匹（雄１，雌２）検出された．２

頭から検出した全雌虫の子宮内にミクロフィラリアが認

められ，また２頭の血液中からも多くのミクロフィラリ

アが検出された．検出した成虫の形態学的特徴は，犬か

ら得たものと差がないが，血中ミクロフィラリアは，犬

から得たものと比較してわずかに小形であった．
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I Abstract j

INCIDENCE OF CANINE HEARTWORM, DIROFILARIA IMMIT1S, IN

WILD RACCOON DOGS IN THE CENTRAL AREA OF JAPAN

Mineo HAYASAKI and Isamu OHISHI

{Department of Veterinary Medicine, Faculty of Agriculture, Tokyo

University of Agriculture and Technology, Tokyo 183, Japan)

A survey of heartworms was made by necropsy examination of sixty-three wild raccoon

dogs, which were trapped during 1978-80 in the central area of Japan. Two of them (3.2%)

had the heartworms in the right ventricle and the pulmonary arteries. One raccoon dog had

6 worms, 3 males and 3 females, and another one had 3 worms, 1 male and 2 females. From

their morphological findings and measurements, they were identified as Dirofilaria immitis.

Body length in total 6 worms was 15.0-17.5 cm in males and 24.2-30.5 cm in females.

All of these females had the microfilariae in their uteri. These data indicate that the pre

sent worms were well mature, because these measurements are closely similar to those of

the adult worms recovered from the dogs. The microfilaremia was observed in both raccoon

dogs. In comparison of the microfilariae collected from the raccoon dog with those from the

dog and the cat by commonly using the acetone concentration method, the body length of

the microfilariae in the raccoon dog is similar to that in the cat rather than that in the dog.

( 49)




